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論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨
本研究では耳管粘膜の性状が耳管コンプライアンスに及ぼす影響を明らかにするため,空力学的手法に
よる耳管抵抗検査を応用し,ネコおよび耳管モデルを用いた実験的研究ならびに小児溶出性中耳炎疫例を
対象とした臨床的研究が行われ以下の結果が得られた｡
1)ネコ耳管では耳管粘液の欠如で内腔が虚脱しコンプライアンスが上昇するがサーファクタントで耳
管内腔が覆われ表面張力が減少するとコンプライアンスは低下する｡
2)耳管モデルにおいても内腔の表面張力の変化にともないコンプライアンスが変化する｡
3)小児溶出性中耳炎症例では上気道炎雁息時に耳管コンプライアンスが上昇するが炎症の消退ととも
にコンプライアンスは低下する｡
これらのことにより小児溶出性中耳炎の耳管機能不全は上気道炎時の耳管内腔の表面張力の増大にとも
なう耳管虚脱性と密接な関係があると考えられた｡
以上の研究は,小児溶出性中耳炎における耳管機能不全の病因論的役割の解明に貢献し,溶出性中耳炎
をはじめとする中耳炎症性疾患の診断に寄与するところが多い｡
したがって,本論文は博士 (医学)の学位論文として価値あるものと認める｡
なお,本学位授与申請者は,平成9年2月28日実施の論文内容とそれに関連した試問を受け,合格と認
められたものである｡
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